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霜降会議所からナカズシへ 

■針江・霜降集落の湧水最上流エリア

です。田植え時期で細い水路にも豊富

に水が流れこんでいます。川中にお地

蔵さんがおられる美しい湧水河川もこ

の時期ばかりは少し濁りが入ります。 

 

 

■針江のお宮さんの奥、石津寺の前
に、楠木の巨樹の根元に、花崗岩でで

きた大きな板碑と宝塔があります。
板碑と宝塔（中央）は、鎌倉時代（今

から約７００年前）の作とされてい
ます。高島市指定文化財です。 

 板碑は、少し欠けた先端を復元す
ると、地上にある部分の高さは１９

５センチ、二つで 3.5 メートルの巨
塔となり、県下で最も大きい板碑と

考えられています。 
 

 
 

 

 

 

中央の宝塔は、一番上の相輪がな

く、五輪塔のものが乗せられ、笠、
塔身、基礎というように構成されて

います。欠けている相輪の九輪が完
全に揃うと十尺塔（約３メートル）

として造られたもので、宝塔として
は貴重な巨塔です。南側の石層塔も

中世に遡る古いものといわれ、四方
仏が彫られています。 

 
※板碑正面には密教において仏の姿の代わりとされている梵字の「バン   」と

「ア   」が上半部の幅いっぱいに彫られています。 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                        

                                                  

                                           

 

探索

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料室では、水辺景観関連資料を募集中 
 

針江・霜降の水辺景観 
資  料  室 

毎月第 3土曜日 
■公開時間は、午後１時30 分～４時 

■針江公民館２階（旧さつき文庫） 
 
※公開日時は変更になる場合があります。針江公民館前

にてお知らせします。 

★別途、見学をご希望の方は、お知らせください。 

■資料室では、針江・霜降の水辺景観関連の資料・文献、

古文書や絵図、当地域の研究者の研究論文、新旭や高島

市、滋賀県の歴史や風土にかかわる書物などを所蔵展示

しています。 

■5 月 20 日に当協議会役員による重要文化的景観の構成

要素の現地視察を実施。毎年エリア内外を視察することによ
って、構成要素の状況変化を把握し、問題や課題がないかを確

認しています。 
今年も水系全体の把握と、水質・生態状況（魚類や藻の状況

など）、河川氾濫等の防災の観点から要注意ポイントを確認
し、特に重点的に確認してまわったのが、空き家や空き地の発

生状況、開発地の状況です。 

 

 

■今、このナカズシ・エリアから県道

藁園熊野本線にかけての広い田んぼが

開発されています。所有者の方は、当

協議会メンバーとも情報共有しながら

土地活用を進められています。 

 

 

 

かなり複雑な水利調節 

■山形方面から霜降南川、そして針江

の前郷川などに流入する水系は、田ん

ぼの灌漑を考えた複雑な水利調節がな

されています。道路の拡張により位置

が変わった南川ですが、今も湧水が豊

富です。 

 

●●豊富な湧水の水源。湧水を使った生活が営まれている

「針江・霜降集落」 

●集落と琵琶湖を結ぶ「針江大川とその間に広がる水田地 

域一帯」 

●針江の湖岸沿いに残る「ヨシ群落一帯と琵琶湖水域」 

 

●河川調査に使用しているエリア河川図 

   安曇川沿岸用水流入河川と湧水主体の

河川が色分けされています。 

 

 

★空き家、空き地が増加しています。売買物件の看板を見ると、寂しいもの

があります。防犯、防災の面からも心配です。針江・霜降でも、空き家を改

造して移住されている方もおられます。市の市民協働課定住推進室では

「空き家紹介システム」を導入し、移住・定住と地域の良好なコミュニティ

形成を推進しています。湧水の豊富な針江・霜降は比較的人気があるようで

す。売却や貸家をお考えの方は、相談や登録を検討してみてはどうでしょう

か。当協議会役員にも情報提供など声をかけていただき、まちづくりの観点

から一緒に考えさせていただきたいと思います。 

 

正傳寺周辺は 
特に豊富な湧水エリア 
 

■南側のグランドは、かつては広い湧水の湿地帯でした。周辺水路はほ

とんど湧水でいつも透明ですが、ナフコ方面から流れる小池川は、この

時期かなり濁水が入ります。亀の池では、大きなコイに交じって、かつ

てはカネヒラやオイカワがたくさんいたのですが、ほとんど姿が見えま

せん。ブラックバスが入り込んだとか。 

 
針江大川と国道 161 号線の 
交差カ所付近から下流方面 

 
■この冬あまり雪が降らなかったので

融雪剤使用が少なかったせいか、近年

に比べると藻が復活しています。国道

の橋梁下部から直接雨水排水が針江大

川に落水する、全く環境に配慮がない

設計です。 

 

■針江大川の１級河川の起点付近から

中島内湖のヨシ帯は、昨年は大雪の影

響で壊滅的な状況でしたが、今年はき

れいに生えそろっています。川底はか

なり濁っていて見えませんでしたが、

たくさんのコイが遡上しています。 

 

■中島内湖（三五郎さんの船着き場）

では、以前は流路を塞ぐほど繁茂して

いた外来種のオオフサモが無くなり

広々と豊かな内湖の風景を見せてい

ます。中島内湖と琵琶湖との間には  

排水機場があり、集中豪雨時などに内

湖の水を琵琶湖に排水し、災害から田

んぼや集落を守っています。 

 


